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日本列島周辺海域における古気候の復元

Reconstruction of paleoclimate in the seas around Japanese Islands
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（１）東北海区と日本海の表層海水温度（SSTs）（℃）を表層海底堆積物１２３点の珪藻温度指数（暖流系種と寒流系
種の殻数比，Td‘値）に基づいて復元した（Koizumi, submitted）．珪藻遺骸の沈降－堆積の年間サイクルが明らかにさ
れた結果（Kemp et al., 2000），夏季－初冬季に形成される Rhizosoleniaマット（shade flora）が冬季に沈降して混合群集
となる（Fall Dump）ことが理解されたことから，古水温の復元においては，季節間水温を考えるよりも年間水温が妥当
である．
（２）鹿島沖コアMD01-2421において，Td‘値による年間 SSTs（℃）は，底生有孔虫殻のδ 18O (Oba et al., 2006)と
アルケノン Uk’

37 による夏季 SSTs（℃）（Yamamoto et al., 2004; Isono et al., submitted）の変動と調和的である．同コア
ではヤンガードリアス期（12,900-11,600年前）に現在より 7-9℃低く，隠岐堆コア DGC-6（日本海南部域，対馬暖流の
真中）では 6-9℃低い．両コアで縄文海進中に３回の寒冷期が認められる．約 8000年前のヒプシサーマル期以降，15℃
から 21℃までの範囲内を平均 2℃幅で 1,000年および 500-400年周期の変動が認められ，寒暖期が相互に対比される．
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